
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

            

城
陽
地
区
連
合
自
治
会
長 

庄
田
自
治
会
長 

北
川
博
康 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
城
陽
の
皆
様
に
は
、
ご

家
族
お
揃
い
で
健
や
か
に
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

昨
年
７
月
か
ら
隔
月
で
発
行
し

て
い
る
本
誌
「
時
の
ひ
だ
ま
り
」

は
、
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
大
変
ご

好
評
い
た
だ
き
城
陽
の
ま
ち
づ
く

り
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。 

 

本
年
も
、
皆
様
と
地
域
を
つ
な

ぐ
様
々
な
情
報
を
お
届
け
し
ま
す

の
で
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
ご
協
力

の
程
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

防
災
・減
災
イ
ベ
ン
ト 

（
豊
沢
町
・
鍛
冶
屋
公
園
） 

時
は
12
月
９
日
（
日
） 

 

ひ
ょ
う
ご
安
全
の
日
推
進

事
業
の
一
環
と
し
て
「
防
災
・

減
災
イ
ベ
ン
ト
」
が
豊
沢
町
・

鍛
冶
屋
公
園
に
て
多
数
の
参

加
者
と
ご
来
賓
に
お
来
し
頂

き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
ず
最
初
に
防
災
講
師
・
飯

島
義
雄
様
の
わ
か
り
や
す
い

防
災
講
座
を
聞
い
て
、
お
互
い

防
災
意
識
を
高
め
合
い
ま
し

た
。 

 

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
は
じ
め
、
消
火

器
・
煙
・
心
肺
蘇
生
法
・
要
援

護
者
搬
送
訓
練
等
の
体
験
と
、

簡
易
ト
イ
レ
や
非
常
持
ち
出

し
袋
の
展
示
。
ま
た
、 

ダ
ン
ボ
ー
ル
で
作
る
ト
イ
レ 

・
ゴ
ミ
袋
の
カ
ッ
パ
・
新
聞
紙

ス
リ
ッ
パ
も
制
作
し
ま
し
た
。 

 

非
常
食
と
豚
汁
と
炊
き
込

み
ご
飯
を
頂
き
な
が
ら
地
域

の
共
助
意
識
も
確
か
め
合
い

ま
し
た
。
（
尾
崎
） 

  

   

甲
阿
保
自
治
会
長 

 

鵜
飼
克
治 

 

明
る
い
一
年
に
な
り
ま
す
よ

う
町
一
丸
と
な
り
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。 

乙
阿
保
自
治
会
長 

 

井
上
治
喜 

 

元
号
の
改
元
、
消
費
税
の
増
税

と
大
き
く
変
貌
の
年
、
自
身
の
健

康
と
町
民
の
安
全
・
安
心
で
快
適

な
暮
ら
し
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
願
う
。 

北
条
自
治
会
長 

 
 

大
前
祝
一 

 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

 

本
年
の
取
り
組
み
と
し
て
、
皆

さ
ん
と
情
報
を
共
有
し
、
よ
り
安

全
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
作

り
に
心
が
け
、
活
動
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

南
条
自
治
会
長 

 
 

廣
瀬
英
文 

 

亥
年
を
祝
い
、
心
機
一
転
！ 

猪
突
猛
進
で
は
な
く
、
公
私
共
に
、

一
歩
一
歩
！ 

 

皆
様
の
互
助
協
力
を
お
願
い

し
、
課
題
の
対
処
に
努
め
た
い
。 

南
駅
前
町
自
治
会
長 

田
中
広
一 

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

地
域
活
動
の
業
務
に
許
す
限
り
参

加
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。 

  

   

豊
沢
町
自
治
会
長 

菅
原
高
雄 

 

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
、 

皆
々
様
の
ご
清
祥
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
街
は
開
発
で
姿
を
変

え
て
い
ま
す
。
綺
麗
な
町
内
に
し

た
い
で
す
ね
。 

東
ヶ
丘
自
治
会
長 

多
田
辰
夫 

 

新
年
を
迎
え
、
気
持
ち
を
引
き

締
め
健
康
で
明
る
い
生
活
を
送
ら

れ
る
よ
う
、
会
長
と
し
て 

新
し
い
年
に
向
け
気
配
り
を
い
た

し
ま
す
。 

佃
町
自
治
会
長 

 

出
雲
一
郎 

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
住
み
や
す
い
「
城
陽
」

を
目
指
し
て
、
本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

北
条
市
営
住
宅
自
治
会
長 

瀧
本
啓
二 

 

本
年
は
県
会
、
市
会
議
員
選
挙
、

又
新
し
い
世
代
の
年
で
す
。
城
陽

地
区
も
益
々
発
展
し
ま
す
。
各
自

治
会
の
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。 

北
条
高
層
住
宅
自
治
会
長 

林 

博
美 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
住
民
の
皆

様
が
笑
顔
で
安
全
な
暮
ら
し
が
で

き
ま
す
様
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

 ふ
れ
あ
い
食
事
会
（
北
条) 

時
は
12
月
14
日
（
金
） 

北
条
自
治
会
の
「
ふ
れ
あ
い 

食
事
会
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
飾
ら

れ
、
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

和
気
あ
い
あ
い
の
食
事
の
後 

は
、「
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
」
な
ら

ぬ
「
ク
リ
ス
マ
ス
釣
り
ー
」
で
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
釣
り
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
じ
ろ
り
ん
」
の
ギ
タ
ー

で
懐
か
し
い
歌
を
大
合
唱
し
て
、

平
成
三
十
年
の
食
事
会
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。 

(

尾
崎) 

       

   
北
条
北
住
宅
自
治
会
長 

中
井
捷
雄 

わ
が
自
治
会
に
も
、
少
子
高
齢

化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
き
て
お
り

ま
す
。
流
さ
れ
な
い
よ
う
足
を
踏

み
し
め
て
が
ん
ば
り
ま
す
。 

北
条
梅
原
町
自
治
会
長 

内
海
ユ
カ 

  

本
年
も
子
供
た
ち
を
中
心
に
町

内
の
皆
様
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
し
、
か
つ
、
き
れ
い
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

次号は２０１９年３月１日発行予定です。 

２０１9 年 1 月１日発行 

第
四
号

編集後記 明けましておめでとうございます。本年も地域に親しまれる紙面づくりのために 

喜んで汗をかきますので、よろしくお願いいたします。 

本誌「時のひだまり」は、城陽に住む人々が城陽地域に関わる情報（歴史・文化・行

事・人・物）を共有の財産として分ち合うためのものです。 
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こ 

ぼ 

れ 

話 

 

は
じ
ま
り 

年
の
は
じ
ま
り
は
「
元
旦
」 

で
す
ね
。
物
質
の
根
源
を
な
す

も
の
は
「
元
素
」
で
す
ね
。
日

本
の
年
号
の
は
じ
ま
り
は
「
大

化
」
で
す
。
改
め
て
年
号
を
立

て
る
こ
と
を
「
改
元
」
と
言
い

ま
す
ね
。「
元
」
は
「
は
じ
ま
り
」

を
意
味
す
る
の
で
す
ね
。 

 

今
年
は
ど
ん
な
は
じ
ま
り
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。 

 

煙 体 験 



                

放
水
訓
練 

 

（乙
阿
保
） 

時
は
１１
月
２５
日(

日)

、 

 

町
内
に
設
置
の
消
火
栓
設
備

を
使
っ
て
の
放
水
訓
練
が
消
防

班
と
自
主
防
災
チ
ー
ム
計
24
名

の
指
導
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
二
年
越
し
の
開
催
で
し
た

が
、
新
規
転
入
者
の
参
加
が
多

く
、
消
火
栓
の
位
置
が
確
認
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す
。
若
い
お
母
さ

ん
が
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
い
て
放
水

す
る
な
ど
非
常
に
積
極
的
で
し

た
。 

消
火
栓
を
開
け
放
水
す
る
ま
で

の
動
作
を
身
に
付
け
る
こ
と
が 

 

健
康
体
操 

（北
条
北
住
宅 

老
人
ク
ラ
ブ
） 

時
は
１１
月
４
日(

日)

、 

 

北
条
北
住
宅
自
治
会
（
中
井
会

長
）
集
会
場
に
て
、
老
人
ク
ラ
ブ

（
木
南
会
長
）
主
催
の
健
康
体
操

に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。 

 

は
じ
め
に
11
月
に
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
る
、
お
二
方
に
老
人
ク

ラ
ブ
を
代
表
し
て
九
十
七
歳
の
井

上
副
会
長
よ
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
渡

さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
揃
っ
て
ラ
ジ
オ
体
操

を
し
て
体
を
ほ
ぐ
し
て
か
ら
カ
ラ

オ
ケ
で
３
曲
、
懐
か
し
い
歌
を
元

気
よ
く
大
合
唱
し
ま
し
た
。 

 

続
い
て
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
で

は
、
お
し
ゃ
べ
り
に
花
が
咲
き
、

有
意
義
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。
※
毎
週
日
曜
日
午
前
１０
時
か

ら
の
開
催
で
す
。
（
尾
崎
） 

 
 

   

大
事
で
す
ね
。（
井
上
） 

  

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

（庄
田 

老
人
ク
ラ
ブ
） 

時
は
１１
月
５
日(

月)

、 

 

庄
田
自
治
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
（
吉

川
会
長
）
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

が
あ
り
、
庄
田
公
園
へ
お
邪
魔
し

ま
し
た
。 

こ
こ
で
は
毎
週
月
・
水
・
土
曜

日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
集
ま

り
に
な
っ
た
皆
さ
ん
は
、
プ
レ
ー

に
段
々
と
熱
中
し
、
時
間
の
経
つ

の
も
忘
れ
夢
中
に
な
っ
て
楽
し
み

ま
し
た
。 

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
長
い

高
齢
期
を
い
き
い
き
と
過
ご
す
に

は
「
何
を
お
い
て
も
健
康
が
一
番 

！
」
と
い
う
こ
と
で
始
ま
っ
た
姫

路
市
老
人
ク
ラ
ブ
の
健
康
づ
く
り

事
業
の
一
環
で
す
。(

尾
崎) 

 
   

三
左
衛
門
堀
の
清
掃 

（
三
左
衛
門
堀
を
美
し
く
す
る
協
議
会
） 

時
は
12
月
2
日
（
日
） 

県
・
市
・
城
陽
地
区
に
よ
る
「
三

左
衛
門
堀
を
美
し
く
す
る
協
議

会
」
の
活
動
報
告
で
す
。 

 

 

一
ノ
切
橋
か
ら
三
ノ
切
橋
ま
で

を
Ａ
～
Ｄ
区
間
に
分
け
、
各
自
治

会
・
消
防
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
の
皆
さ
ん

約
90
名
に
よ
る
一
斉
清
掃
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 

胴
付
水
中
長
靴
を
身
に
付
け
た 

44
名
の
方
々
が
腰
ま
で
水
に
つ

か
り
な
が
ら
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
等
の

水
草
や
ゴ
ミ
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等

を
取
り
除
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
網
を
使
っ
て
の
清
掃
は
、

浮
き
草
・
ゴ
ミ
等
の
回
収
に
大
変

威
力
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。 

 

 

 

青
パ
ト 

（姫
路
市
防
犯
協
会
城
陽
支
部
） 

時
は
11
月
14
日
（
水
）
、 

 

住
民
や
子
ど
も
の
安
全
確
保
や

犯
罪
の
未
然
防
止
を
図
る
為
の
青

色
回
転
灯
装
備
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
カ
ー
（
通
称
・
青
パ
ト
）
を
取

材
し
ま
し
た
。 

 

防
犯
・
城
陽
支
部
で
は
二
名
一

組
に
な
っ
て
、
校
区
内
の
隅
々
ま

で
回
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
今
回

は
原
支
部
長
に
も
同
乗
し
て
貰
い

ま
し
た
。
こ
の
車
を
運
転
す
る
に

は
講
習
を
受
け
て
許
可
証
が
必
要

で
す
の
で
、
城
陽
で
は
、
講
習
済

の
23
名
の
方
で
実
施
し
て
い
ま

す
。 

 

長
年
住
み
馴
れ
た
城
陽
地
区
で

す
が
、
通
っ
た
事
の
な
い
知
ら
な

い
道
が
多
く
有
る
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
。
今
回
は
13
時
〜
15
時
ま
で

の
二
時
間
で
し
た
が
、
10
時
〜
12

時
、
15
時
30
分
〜
17
時
30
分
、

18
時
〜
20
時
と
一
日
四
回
、
姫
路

警
察
署
管
内
の
各
校
区
で
順
番
に

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

(

尾
崎) 

  

   

約
2
時
間
の
作
業
で
川
は
見

ち
が
え
る
よ
う
に
綺
麗
に
な
り
ま

し
た
よ
。
（
尾
崎
） 

      

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
廃
品
回
収 

（
乙
阿
保
） 

時
は
12
月
2
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

                    

ふ
れ
あ
い
喫
茶 

（城
陽
公
民
館
） 

時
は
11
月
23
日(

金)

、 
 

赤ちゃん抱

いてても 

消さなきゃ

ね！ 

 

 

毎
年
、
恒
例
行
事
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
朝
の
７
時
20
分
に

町
内
放
送
で
協
力
を
依
頼
し
、
午

前
９
時
か
ら
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
供
会
、

子
供
た
ち
が
、
自
転
車
、
リ
ヤ
カ

ー
、
車
で
、
家
前
に
出
さ
れ
た
新

聞
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
回
収
し
ま
し

た
。
２
ト
ン
車
２
台
分
が
集
ま
り

ま
し
た
。
（
井
上
） 

 

毎
月
第
四
金
曜
日
に
開
催
の
こ

の
会
も
七
年
に
な
り
ま
す
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
帰
り
に
立
ち
寄
る

方
が
多
く
、
い
つ
も
は
30
名
程
の

参
加
で
す
が
、
今
回
は
祝
日
と
重

な
り
少
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
柏

原
さ
ん
の
ウ
ク
レ
レ
演
奏
や
山
本

さ
ん
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
な
ど
が

あ
り
、
楽
し
い
喫
茶
で
し
た
。（
井

上
） 


